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はじめに 

このユーザーズガイドは Express 5800 /LB シリーズの分昔女ノ ード側の設定方法を言己述します。 
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本文中の記号について 

本書では巻頭で示した安全にかかわる注意記号の他に3種類の記号を使用しています。 
これらの記号と意味をご理解になり、装置を正しくお取り扱いください。 


w-O 

№4与 

装置の取り扱いや、ソフトウェアの操作で守らなければならなし'*«や特に注意をすべき点を示します。 

〆 

|^| 

装置やソフトウェアを操作する上で確認をしておく必要がある点を示します。 

lb /卜丨 

知っておくと役に立つ 1 青報や、便利なことなどを示します。 
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1 概要 

「分散ノード側の環境構築」について記載しています。記載している手順に従い正しく設定を行つ 
てください。 

1.1 分散ノ _ ド側の環境構築 

掲載している方法を適用すべき環境は下記となります。 


項番 

LoadBa 1 ancer サポート機能 

Loopback または 

1 ptables ( ipchains ) 
の Adapter 設定有無 

モンュール 
インストール 

備考 

1 

L 7 負荷分散 

to 

/i»\ 

输 

/i»\ 


2 

L 4 負荷分散 

有 

一 


3 


CPU 負荷による重み付け負荷 
分散 

— 

有 


4 

分散グループへの分散ノード 
自動認識 

输 

/i»\ 

有 


5 

コンテンツデリバリ 

き 

/n\ 

有 



次ページ以降に記載している手順で環境構築を行ってください。 

1.2 分散ノードモジュールが対応している 0 S 

分昔女ノードモジュールが対応している 0 S は、以下のとおりです。 

■ Linux(TurboLinux - RedHat など） 

- Windows 2000 Server、Windows Server 2003 (32-bit バージ ヨン および 64-bit バージ ヨ 
ン） 

- SoIaris8(SPARC) 
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2 負荷分散環境 


2.1 Windows 用 
2.1.1 Windows 2000 Server の場合 

分散ノードモジュールをインストールする場合とインストールしなしヽ場合の設定方法につい 
て記述します。 

2.1.1.1 共通の設定 

下記の手順に従って Microsoft Loopback Adapter の設定を行ってください。 


⑴ HW(Microsoft Loopback Adapter ) のインストール 
a . [コントロールパネル]をオープンします。 



餐 検索 
參 ヘルブ⑻ 

P ファイル名を指定して実行 (BL 
シゃットタウン ( U 〉.. 

1111 rF 


設定@ 


コント□ールパネル© 


J aJAJaJs ooo rN 550 T3 UI/W 
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b . [ハードウエアの追加と削除]をダブルクリックします。 



c . 画面が表示されたら[次へ]をクリックします。 
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d . [デバイスの追加/トラブルシューティング]を選択し[次へ]をクリックします。 



e . [新しいデバイスの追加]を選択し[次へ]をクリックします。 
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f . [いいえ、一覧からハードウエアを選択します]を選択し[次へ]をクリックします。 


八-ドウ I アの追加と則除ウィザード 


新し〇八ードウ: E アの技索 

ブラヴアンドブレイに対応していな0八ードウ I アを検出します C 



洲歷れ腫、デ船碰繼戀し傷正し俯機インスト 


新 UV トドウ:[アを検索しますか? 


r はい、新 uv トドウ I ァを検索します M 



<戻る® 

次へ妙> 

キャンセル 


g . [ネットワークアダプタ]を選択し[次へ]をクリックします。 
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h . 製造元に [ Microsoft ] 、ネットワークアダプタに [Microsoft Loopback Adapter ] を 
選択し[次へ]をクリックします。 



i . [ハードウェアのインストールの開始]画面が表示されますので[次へ]をクリックし 
ます。 


八ードウ I アの追加と則除ウィザード 


A- ド 01 アのインスト'-ルの問始 

新しい A - ド01アのドライノ S をインストルする準備が整いました。 



Microsoft Loopback Adapter 

既定の設定を使用して、このハ-ドウ：[アデパイスのソフトウエアをインストルします。新しい八-ドウ： t ア 
のソフトウ1アをインスト-ルするには D 欠へ]をクリックしてください。 



く戻る(日〉」〖…フ欠ぺ••… ] キャンセル 
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j . [完了]をクリックします。 

p-O 分散ノード上で口ーカルフアイアウオールソフトなどのフイルタリングソフト 

が動作している場合 、 Microsoft Loopback Adapter のフイルタリングが適切に 
設定できずに、負荷分散が行えない可能性がございます。その場合、分散ノー 
ドについては経路上のフィルタリングにてセキュリテイを確保する等の代替手 
段もご検討ください。 
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(2) Microsoft Loopback Adapter の設定手順 

a . [デスクトップ]上の[マイネットワーク]を右クリックし[プロパティ]を選択しま 



b . [Microsoft Loopback Adapter ] のアイコンを右クリックして[プロパティ]を選択し 
ます。 
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c . [インターネットプロトコル ( TCP / IP )] を選択し、[プロパティ]をクリックします。 



下記項目のチェックマークがオンになっている場合(デフオルト設定)、レスポンス性 
_ 能が劣化する場合があります。 

チェックマーク を必ずはずして〈ださい。 

• Microsoft ネットワーク用クライアント 

• Microsoft ネットワーク用ファイルとプリンタ共有 
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d . [ IP アドレス]に仮想 IP アドレスを入力します。[サブネットマスク]はネットワーク 
に合わせて設定すます。 



✓ IP アドレスとサブネットマスクのみ設定し、デフオルトゲートウェイは設定しない 
_ でください。 

デフオルトゲートウェイを設定した場合、下記の現象が発生する可能性があります。 

• レスポンス性能の劣化。 

• デフオルトゲートウェイを経由するような通信が失敗。 

ネットワークの状態によって LoopbackAdapter のデフオルトゲートウェイが優先さ 
れてしまうため。 

-参考資料 

デフオルトゲートウェイの複数使用による接続上の問題 
http ：// support , microsoft . com / default . aspx ? scid = kb ;」 a ; 159168 


ll 

































e . [詳細設定]ボタンをクリックして画面が表示されたら[インタフェースメトリック]の値を9999に 
変更します。 



喔 L 仮想 IP アドレスを複数登録する場合は IP アドレスの[追加]ボタンで登録してくだ 

ISI さい。 
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[ WINS ] タブをクリックして画面が表示されたら [NetBIOS over TCP / IP を無効にする] 
を選択し、 [0 K ] をクリックします。 



✓ 「NetBIOS over TCP / IP を無効にする」を選択してください。 

^ 「NetBIOS over TCP / IP を無効にする」を選択しなかった場合は、下記の現象が発生 
する可能性があります。 

• rwindows ネットワーク（名前解決)で利用されてしまう」ことによるレスポンス 
性能の劣化。 
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g 「ネット ワ—クと ダイアルアップ接続」画面の「詳細設定」を選択し、さらにプルダウ 
ンメニューの「詳細設定」を選択します。 



「詳細設定」画面が表示されたら「アダプタとバインド」タブに表示されている「接 
続」項目に表示されている Loopback Adapter の優先順位を変更します(下げます)。 
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2.1.1. 2 分散ノ ードモジュールをインストールする場合 

LB 本体に添付されているバックアップ CD - ROM / DVD-ROM 内の分散ノードモジュールを下記の手 
順、に従ってインスト_ノレしてください。 

a . LB 本体に添付されているバックアップ CD - ROM / DVD-ROM を分散ノード装置の CD ( DVD ) -ROM 
ドライブにセットする。 

b . CD - ROM / DVD-ROM の下記ディレクトリ内の、 ibhost 4 .exe を実行する。 

( LB 300 d 以前の機種） 各製品のユーザーズガイドをご參照ください。 

( LB 300 e ) ¥ nec ¥ Linux ¥99 iplb ¥ LBH_Windows 

( LB 300 f ) ¥ nec ¥ Linux ¥ intersec . Ib ¥ iplb ¥ LBH_Windows 



c . 画面に従ってインストールを実施してください。 

喔 L インストール中に LoadBalancer で使用する IP アドレス [LBhost サーバ用 IP アドレス] 

が表示されます。デフオルトで表示された IP アドレス以外の IP アドレスを使用する 
場合は[参照]ボタンを押下して IP アドレス選択画面を表示してください。 
LoadBalancer で使用する IP アドレスを選択してくださし、。[参照]ボタンを押下して 
も IP アドレス選択画面が表示されない場合は他の画面の裏に隠れている場合があり 
ます。 

[LBhost ザー/ く用 IP アドレス]は分散ノードの実 IP アドレスになります。分散ノ ー 
ドに複数の IP アドレスが割り当てられている場合、そのうちひとつを [LBhost サー 
バ用 IP アドレス]として設定できます。 [LBhost ザー/佣 IP アドレス]に設定した IP 
アドレスのみ、分散グループへの分散ノード自動認識機能、 CPU 負荷による重み付け 
負荷分散機能が利用できます。 

[Coordinator との通信ポート]は特に変更する必要はありません。変更が必要な場合 
は Management Conso I e の [LB 基本設定画面]より LoadBal ancer の通信ポートを変更 
している場合となります。 
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LB シリーズで分肓女ノ _ ドモジュールとの通信に使用するポ _ 卜番号のデフオルト値 


LB300a 

45002 

LB300b 

46002 

LB300c 

47002 

LB300d 

48002 

110Ba-LB 

49002 

LB300e 

50002 

LB300f 

51002 


d . インストールの最後に HPLB 4 サービスを起動しますか？」と表示されます。直ぐにサー 
ビスを起動したい場合は「はい」を選択してください。直ぐに起動しなくても良い場合は 
「いいえ」を選択してください。 IPLB 4 サービスは後から起動することもできます。 

以上で分昔女ノードモジュールのインストールは完了しました。 

✓ 分散ノードモジュールが使用する IP アドレスを変更する場合は、分散ノードモジュ 

_ -ルの 再インストールが必要となります。 

2.1.1. 3分昔夂ノードモジュールをインストールしない場合 

「2. 1.1. 1共通の設定」に記述されている設定のみで完了です。 
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2.1.2 Windows Server 2003 の場合 

負荷分散サービス宛て(仮想 IP アドレス)のリクエストを Wi ndows Server 2003で処理す 
るために 、 「Microsoft Loopback Adapter 」 のインストールが必要となります。なお 、 Web 
サーバ固定化のグルー プのみに 属する分散ノードは 「Microsoft Loopback Adapter 」 のイ 
ンストールは必要ありません。 

2.1.2.1 共通の設定 

以下の方法で 「Microsoft Loopback AdapterJ をインス!—ルします。 


⑴ HW(Microsoft Loopback Adapter ) インストール 
a . 「ハードウエアの追加ウイザード」を才ープンします。 



サーバーの役钢管理 
J エクスプローラ 


I 


コマンドブ□ンブト 


メモ帳 


すべてのブ□クラム (£) 


マイコンビュータ 


^苷理ツール 
：^ ブリンタと FAX 


ヘルブとサポート (id) 

/ソ検索⑤ 

〇ファイル名を指定して実行⑻… 


インタ'-ネットオプション 

キーボード 

ゲームコント □ ー ラ 

サウンドとオーディオデパイス 

システム 

スキゃナとカメラ 

タスク 

タスクパ-と[^夕“卜]メニュ- 
ネットワ-ク掊続 


ハードウ: E アの追加 


フオルタ’オプション 
フォント 

^ブリンタと FAX 
J プロク’ラムの追加と則除 
"j マゥス 

K ユーザー補助のオプション 
: i \ 2-ザ-名およ U パスワードの保存 
^ ライセンス 
〇/ 音声$識 
[ ffljS ] 

-iJ 管理ツ'•ル 
a 地域と言語のオプション 



Server 2003 



gg ) 0»7< L ) p 



A 般ぢ袋| w |=: 

\n スタ-卜 ■ せ © 

] : サーバーの役割 音理 

.一? マイドキユノ日付と時刻 

ント 

つへ今15:55 
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b . 「ハードウエアの追加ウイザード」が起動したら、[次へ]をクリックします。 



c . 「はい、ハー■ドウエアはすでに接続してあります」を選択し、「次へ」をクリックします。 


八ードウ:!ア①逅加〇ィサード 


八'■ドウ JC ア tt 接苞されていますか？ 



既にこ伽トドウ：[ァを]ンピュ〜夕に接続していますか? 
は.ひ:.八こドヴ土アを招続球ず嗯 

C いいえ、ハードウ:!アを掊続していません妙 


<戻る迫) r 次へ她> I キャンセル_ 
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d . 「新しいデバイスの追加」を選択し、「次へ」をクリックします。 


八ードウ I ア ® ii 加〇ィサード 


〉欠の八ード Oi ア ttia にコンビ： I 一夕上にインストールされています。 


一覽にないハードウ I アを追加する(こは、澌 uvw ドウ：[アデパイス®追加]をりリツりしてくださ a 



インスト'•ルされて os ハードウ I ア(以>: 


- VilffTtS^h ( COMl ) 

メ通信ポート ( COM 2) 

£% Intel ( r ) 82371 AB/EB PCI to USB Universal Host Controller 
令 USB ルートハブ 


新 UV トドウ：[アデパイスの追加 



<戻る ( e ) r 次へ她> I キャンセル_ 


e . 「一覧から選択したハードウエアをインストールする」を選択し、「次へ」をクリックします 0 


八ードウ:!ア①逅加ウィザード 


ウイザードで、 S か®八ードアをインストールできます。 



“ルする八ードウ I アのモデルがわかってい 2) 埸合は、一 M から逞択こともできます。 


インストル方法を逞んでく技い。 

r 八ードウエアを検索して自咖勺にインストルする（推奨)迄) 
G F 質がら逛択〇だ八こドウ i アをイリス F こルする群職 


<戻る ( E ) f 次へ⑽> I キャンセル_ 
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f. 「ネットワークアダプタ」を選択し、「次へ」をクリックします。 



g . 製造元に 「Microsoft」、 ネットワークアダプタに 「Microsoft Loopback Adapter 」 を選択し、[次へ]をク 
リックします。 


八'-ドウ:!ア®逅加ウィザード 


ネ9トワー5アダプタ®透択 

ネットワークアタブタを逞折します 


躪 



製适元 


Microsoft 

Realtek 


ネットワークアタブタ： 


Microsoft Loopback Adapter 


^Microsoft Tun Miniport Adapter 


このドライパはデジタル署名されています。 
ドライ パの S 名が垂垔如 IP 由 


ディスク使用妙.. 


く戻る ( g ) f 次へ ( N 〉 > I キャンセル 
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h . 「ハードウエアをインストールする準備ができました。」画面が表示されますので「次へ」をクリック 
します。 
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i . 「完了」をクリックします。 


"-0 分散ノード上で口ーカルフアイアウオールソフトなどのフィルタリングソフトが動 

作している場合 、 Microsoft Loopback Adapter のフィルタリングが適切に設定でき 
ずに、負荷分散が行えなし、可能性がございます。 0 S 標準の Windows ファイアウオー 
ルについても、 Microsoft Loopback Adapter のフィルタリングが適切に設定できな 
いため、例外設定を行った場合でも負荷分散が行えない現象が報告されております。 
フィルタリングソフトの動作が問題となる場合は、分散ノードについては経路上のフ 
イルタリングにてセキュリテイを確保する等の代替手段もご検討ください。 
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⑵ Microsoft Loopback Adapter 設定手 J 頓 

インストールした 「Microsoft Loopback Adapter 」 に仮想 IP アドレスの情報を登録します。 
登録の手順につきましては「2. 1.1. 1共通の設定」の「(2) Microsoft Loopback Adapter の 
設定手順」と同様となります。 

「レスポンス性能劣化に対する対策など」注意するべき点もありますので設定には十分注意 
してください。 


2.1.2. 2分昔女ノードモジュールをインストールする場合 

LB 本体に添付されているバックアップ CD - R 0 M / DVD - R 0 M 内の分散ノードモジュールを「2. 1.1. 2 
分背女ノードモジュールをインストールする場合」の手順に従って設定してください。 

分肯女ノードモジュールのインストールに関しましては Windows OS の違いは有りません。 


2.1.2. 3分昔女ノードモジュールをインストールしない場合 

「2. 1.2. 1共通の設定」に記述されている設定のみで完了です。 
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2.2 Linux 用 

Express 5800 /1 nterSec (アプライアンス含む)シリーズとアブライアンスシリーズ以外の L i nux 環境を分 
散ノードとして利用するための環境構築方法を記載します。 

2.2.1 Express 5800/ 1 nterSec (アプライアンス含む)シリーズ 

(1) 分散ノードモジュールをインストールする場合 

LB 本体に添付されているバックアップ CD-R0M/DVD-R0M 内に格納されているモジュールをインスト 
_ルします。インスI—ルは分育女ノ_ドモジユ_ルをインスI—ルする装置の Management Console よ 
り行います。 

手順については下記に示します。 

a. バックアップ CD-R0M/DVD-R0M を装置の GD(DVD)-ROM ドライブへセットします。 

b. インストールする装置の Management Console に接続します。 

c. [パッケージ]アイコンをクリックします。 

d. [手動インストール]を選択します。 

e. [口ーカルディレクトリ指定]で以下のパスを入力し[参照]をクリックします。 

(LB300d 以前の機種） 各製品のユーザーズガイドをご参照ください。 

(LB300e) /mnt/cdrom/nec/Linux/99ipIb/LBH_Linux 

(LB300f) /mnt/cdrom/nec/Linux/intersec. Ib/ipIb/LBH—Linux 

f. インストールするパッケージの左にある[追加]をクリックします。 

✓ gl ibc2. 2系のパッケージと gl ibc2.3 系のパッケージが表示されますので、装置の 
^ 環境に合わせて適切なパッケージをインストールしてください。 

gl ibc2. 2系： I bhost4_gc2. 2-*. i386. rpm 
gl ibc2. 3 系： I bhost4_gc2. 3-*. i 386. rpm 

g. インストーノ WS 認が表示されたら [OK] をクリックします。 

h. インストール終了後、バックアップ CD-R0M/DVD-R0M を取り出します。 

i. telnet/ssh/ コンソールの何れかでログインします。実際の作業は、 root 権限を持つユーザー 
へ移行して実施します。 
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j . 分散ノードモジュールの設定フアイル (/ etc / ha 4. d / lbhost 4. conf ) をお客様環境に合わせて編 

集します。 

(編集項目） 

■ 分散ノ _ドモジュールが使用するインタフェース 
設定ファイルに初期値として設定されている記述は下記となります。 
udp ethO 

し^この部分を変更 

X NIC の二重化を行っている場合はインタフェース名が変更されていますので 「ifconfigj 
コマンドを実行し、インタフェース名の確認を行ってください。 

wO LB 本体側で分昔女ノードモジュールとの通信に使用するポート番号を変更された場 

合は設定ファイルの 「 udpportj の行のポート番号を適切な値に変更して〈ださい。 

変更されない場合は分散ノードダウンと誤認識する場合があります。 

LB シリーズで分散ノードモジュールとの通信に使用するポート番号のデフオルト値 
LB 300 a 45002 

LB 300 b 46002 

LB 300 c 47002 

LB 300 d 48002 

110 Ba-LB 49002 

LB 300 e 50002 

LB 300 f 51002 

✓ 分散ノードに複数の IP アドレスが朝り当てられている場合、そのうちひとつの IP 
アドレス (/ etc / ha 4. d /1 bhost 4. conf フ アイルで指定したイン タフェースの IP アド 
レス)が LB との通信用アドレスとして設定されます。 

/ etc / ha 4. d / Ibhost 4 .conf フ アイルで設定したイン タフエースの み、負荷分散の自 
動設定や、分散グループへの分散ノード自動認識機能' CPU 負荷による重み付け負 
荷分散機能が利用できます。 

k . システムを再起動します。 
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⑵分散ノ_ドモジュールをインストールしない場合 
必ず下記の手順に従って設定を行う必要があります。 

a . コンソールから分昔女ノードとして運用する装置に 「 root 権限を持つューザー ( root )」 でログイ 
ンします。 

b . iptables コマンドを用いてルールを定義します 0 

(書式） 

iptables -t nat -I PREROUTING -p [protocol] -d [仮想 IP] --dports [port] -j REDIRECT --to-ports [port] 
[ port ]= ポート番号、[仮想 IP ]= 仮想 IP アドレス、 [ protocol ]= プロトコルタイプ ( tcp または udp ) 
(例）仮想 IP アドレス：1 92. 1 68. 0_ 254 、 http (ポート： 80) の場合 

iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168 .0.254 --dports 80 -j REDIRECT --to-ports 80 

✓ グループの設定においてマルチポートの指定を行った場合はそのポート分の設定 

_ を行います。 


(例）仮想 IP アドレス：1 92. 1 68.0. 254、 http と https (ポート： 80、 443) の場合 

iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168.0.254 ，- dports 80 -j REDIRECT --to-ports 80 
iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168.0.254 --dports 443 -j REDIRECT -■to-ports 443 


✓ 1 台の分散ノードに複数の IP アドレスを割り当て、それぞれを別の分散グループに 

_ 所属させる際に、各 ip アドレスの負荷分散対象ポート番号が重複する場合（例え 
ば、両方の IP アドレスとも http (ポード 80) を分散する場合など）には、以下のよ 
うに設定してください。 

※本設定は、 分散ノー ドモジュールをインストールした状態で行うことはできません。 


(書式) 

iptables -t nat -I PREROUTING -p [protocol] -d [仮想 IP] -j DNAT --to-destination [実 IP アドレス] 

(例）仮想 IP アドレス 1 : 192.168.0. 253、仮想 IP アドレス2 :1 92. 1 68.0. 254 

実 IP アドレス1: 192.168.0.10, 実 IP アドレス2 : 192.168.0. 20 http (ポート： 80) の場合 

iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168.0.253 -j DNAT --to-destination 192.16 8. 2.10 
iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168.0.254 -j DNAT --to-destination 192.168.2.20 

c . 設定した情報有効にするための設定を行います。 

# echo 1 > /proc/sys/net/ipv4/ip_forward 
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システムを再起動した場合は、再度同様の設定を行う必要があります。 

システムを再起動したときに同様の設定を手動で行いた〈ない場合は、ューザー ( SE 、 
営業)責任において下記設定の動作確認を行った上で適用をお願いします。 

【設定内容を記録】 

• i pcha i ns コマンドを使用する場合 

保存したいルールを設定後、下記のコマンドでルールをファイルへ格納して、次回 
の再起動に備えることが可能です。 

# /sbin/ipchains-save > /etc/sysconTig/ipchains 

• iptables コマンドを使用する場合 

保存したいルールを設定後、下記のコマンドでルールをファイルへ格納して、次回 
の再起動に備えることが'^能です。 

# /sbin/service iptables save 

• 起動時に自動で設定を有効にする場合 

「 /proc/sys/net/ipv4/ip_forward 」 の設定は 「 /etc/sysct I .conf 」 ファイルの 
net. ipv4. ip—forward の記述に依存します。 

この値が0の場合、1に変更をお願いします。 

# Controls IP packet forwarding 
net. ipv4. ip—forward = 0 



2.2.2 Express 5800 /1 nterSec (アプライアンス含む)シリーズ以外 


⑴分散ノードモジュ _ ルをインスト _ ルする場合 

LB 本体に添付されているバックアップ CD - R 0 M / DVD - R 0 M 内に格納されているモジュールをインスト 
—ルします。インストールにより、モジュールが自動でポート番号によるリダイレクト設定を行うよ 
うになります。インストールはコマンドラインから行います。 

手順については下記に示します。 


a . バックアップ CD - R 0 M / DVD - R 0 M を装置の GD ( DVD )- ROM ドライブへセットします。 

b . インストールする装置に telnet / ssh / コンソールの何れかでログインします。実際の作業は、 
root 権限を持つュ_ザーへ移行して実施します。 

c . バックアップ CD - R 0 M / DVD - R 0 M をマウントします。 

d . カレントディレクトリを以下のパスに変更します。 

( LB 300 d 以前の機種） 各製品のューザーズガイドをご参照ください。 

( LB 300 e ) / mnt / cdrom / nec / Linux /99 ipIb / LBH_Linux 

( LB 300 f ) / mnt / cdrom / nec / Linux / intersec . Ib / ipIb / LBH_Linux 

e . 分散ノ _ ドモジュ_ルをインスト_ルします。 

✓ gl ibc 2. 2系のパッケージと gl ibc 2.3 系のパッケージが表示されますので、装置の 
^ 環境に合わせて適切なパッケージをインストールしてください。 

gl ibc 2. 2系 ： I bhost 4— gc 2. 2-*. i 386. rpm 
gl ibc 2.3 系 ： I bhost 4_ gc 2. 3-*. i 386. rpm 

f . インストール終了後、カレントディレクトリを変更します。 

g . バックアップ GD - R 0 M / DVD - R 0 M をアンマウントし取り出します。 

h . 分散ノードモジュールの設定フアイル (/ etc / ha 4. d / lbhost 4. conf ) をお客様環境に合わせて編 
集します。 

(編集項目） 

■ 分散ノ _ドモジュールが使用するインタフエース 
設定ファイルに初期値として設定されている記述は下記となります。 
udp ethO 

^この部分を変更 


※川〇の二重化を行っている場合はインタフエース名が変更されていますので 「 ifconfig 」 コマ 
ンドを実行し、インタフエース名の確認を行ってください。 
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w ~0 LB 本体側で分昔女ノードモジュールとの通信に使用するポート番号を変更された場 

合は設定ファイルの 「 udpport 」 の行のポート番号を適切な値に変更してください。 

変更されない場合は分散ノードダウンと誤認識する場合があります。 

LB シリ_ズで分散ノードモジュールとの通信に使用するポート番号のデフオルト値 
LB 300 a 45002 

LB 300 b 46002 

LB 300 c 47002 

LB 300 d 48002 

110 Ba-LB 49002 

LB 300 e 50002 

LB 300 f 51002 

✓ 分散ノードに複数の IP アドレスが朝り当てられている場合、そのうちひとつの IP 

アドレス (/ etc / ha 4. d /1 bhost 4. conf フ ァイルで指定したイン タフエースの IP アド 
レス)が LB との通信用アドレスとして設定されます。 

/ etc / ha 4. d / Ibhost 4 .conf フ ァイルで設定したイン タフエースの み、負荷分散の自 
動設定や、分散グループへの分散ノード自動認識機能' CPU 負荷による重み付け負 
荷分散機能が利用できます0 

i . システムを再起動します。 
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⑵分散ノ_ドモジュールをインストールしない場合 

ipchains コマンド或いは iptables コマンドがインストールされている必要があります。手順につ 
し、ては下記に示します。 

a . コンソ_ルから分昔女ノ_ドとして運用する装置に 「 root 権限を持つュ_ザ_ ( root )」 でログイ 
ンします。 

b . ipchains コマンドを用いてルールを定義する場合 


( 書式） 

ipchains -I input -j REDIRECT [port] -d [仮想 IP] [port] -p [protocol] 

[port]= ポート番号、 [ 仮想 IP]= 仮想 IP アドレス、 [protocol] = プロトコルタイプ (tcp または udp) 

( 例）仮想 IP アドレス： 1 92. 1 68.0. 254、 http ( ポート： 80 ) の場合 

ipchains -I input -j REDIRECT 80 -d 192.168.0.254 80 -p tcp 

✓ グループの設定においてマルチポートの指定を行った場合はそのポート分の設定 

_ を行います。 


( 例）仮想 IP アドレス： 192.168. 0. 254 、 http と https ( ポート： 80 、 443 ) の場合 
ipchains -I input -j REDIRECT 80 -d 192.168.0.254 80 -p tcp 
ipchains -I input -j REDIRECT 443 -d 192.168.0.254 443 -p tcp 


✓ i 台の分散ノードに複数の I p アドレスを割り当て、それぞれを別の分散グループに 
_ 所属させる際に、各 ip アドレスの負荷分散対象ポート番号が重複する場合（例え 
ば、両方の IP アドレスとも http (ポード 80) を分散する場合など）には、以下のよ 
うに設定してください。 

※本設定は、分散ノードモジュールをインストールした状態で行なう事はできません。 


(書式） 

iptables -t nat -I PREROUTING -p [protocol] -d [仮想 IP] -j DNAT --to-destination [実 IP アドレス ] 

( 例）仮想 IP アドレス 1 : 192.168.0. 253 、仮想 IP アドレス 2 :1 92. 1 68.0. 254 

実 IP アドレス 1: 192.168.0. 10 、実 IP アドレス 2 : 192.168.0. 20 http ( ポート： 80 ) の場合 

iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168.0.253 -j DNAT --to-destination 192.168.2.10 
iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168.0.254 -j DNAT --to-destination 192.168.2.20 
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c . iptables コマンドを用いてルールを定義する場合 
(書式） 

iptables -t nat -I PREROUTING -p [protocol] -d [仮想 IP] --dports [port] -j REDIRECT --to-ports [port] 
[port]= ポート番号、 [ 仮想 IP]= 仮想 IP アドレス、 [protocol] = プロトコルタイプ (tcp または udp) 
( 例）仮想 IP アドレス： 1 92. 168_ 0. 254、 http ( ポート： 80 ) の場合 

iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168.0.254 --dports 80 -j REDIRECT --to-ports 80 

✓ グループの設定においてマルチポートの指定を行った場合はそのポート分の設定 

_ を行います。 


( 例）仮想 IP アドレス： 1 92. 1 68.0. 254 、 http と https ( ポート： 80 、 443 ) の場合 

iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168.0.254 --dports 80 -j REDIRECT --to-ports 80 
iptables -t nat -I PREROUTING -p tcp -d 192.168.0.254 --dports 443 -j REDIRECT --to-ports 443 


d . 設定した情報を有効にするための設定を行います。 


# echo 1 > /proc/sys/net/ipv4/ip_Torward 
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✓ システムを再起動した場合は、再度同様の設定を行う必要があります。 

_ システムを再起動したときに同様の設定を手動で行いたくない場合は、ユーザー 
( SE 、 営業)責任において下記設定の動作確認を行った上で適用をお願いします。 
【設定内容を記録】 

• i pcha i ns コマンドを使用する場合 

保存したいルールを設定後、下記のコマンドでルールをファイルへ格納して、 
次回の再起動に備えることが可能です。 

# / sbin / Ipchains-save > / etc / sysconfig/ipchains 

• i ptab I es コマンドを使用する場合 

保存したいルールを設定後、下記のコマンドでルールをファイルへ格納して、 
次回の再起動に備えることが可能です。 

# / sbin/service iptabIes save 

• 起動時に自動で設定を有効にする場合 

「/ proc / sys / net / ipv 4/ ip _ forward 」 の設定は 「/ etc / sysctl . conf 」 ファイルの 
net . ipv 4. ip _ forward の記述に依存します。 

この値が0の場合、1に変更をお願いします。 

# Controls IP packet forwarding 
net . ipv 4. ip_forward = 0 
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2.3 Solaris 用 


⑴分散ノードモジュールをインストールする場合 

LB 本体に添付されているバックアップ CD - R 0 M / DVD - R 0 M 内に格納されているモジュールをインスト 
—ルします。インストールはコマンドラインから行います。 

手順については下記に示します。 


a . バックアップ CD - ROM / DVD-ROM を装置の CD ( DVD)-ROM ドライブへセットします。 

b . インストールする装置に teInet / ssh / コンソールの何れかでログインする。実際の作業は、 root 権 
限を持つユーザ _ へ移行して実施します。 

c . バックアップ CD - R 0 M / DVD - R 0 M をマウントします。（自動でマウントされている場合もあります） 

# mount -F hsfs / voI / dev / dsk / cOtldO/carom / cdrom/cdrom 

レご使用されている装置によってデバイス名は異なります。 


d . カレントディレクトリを 「/ tmp 」 へ変更します。 

# cd /tmp 

e. 分肓女ノ ードモジュールをコピーします 0 

(LB300d 以前の機衝 

各製品のユーザーズガイドをご参照ください。 

(LB300e) 

# cp /cdrom/cdrom/nec/Linux/99ipIb/LBH_Solaris/1bhost4-*. pkg. tar. gz /tmp 
(LB300f) 

# cp/cdrom/cdrom/nec/Linux/intersec. Ib/iplb/LBH_Solaris/Ibhost4-*. pkg. tar• gz /tmp 

f パ'ックアップ CD - ROM / DVD - ROM を取り出します。 

# eject 

g . ファイルを解凍する。 

# gzip -d lbhost 4-*. pkg . tar.gz 

h . ファイルを展開する。 

# tar -xvf lbhost 4 -*. pkg . tar 

i . パッケージのインストール画面が表示されたら 「 lbhost 4」 を選択してインストールする 0 

# pkgadd -d . 
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j. 分散ノードモジューノ UD 設定ファイル (/etc/ha4.d/lbhost4.conf) をお客^動竟に合わせて編集する。 


(編集項目） 

■ 分散ノ _ドモジユールが使用するインタフエース 
設定ファイル I こ初期値として設定されてしヽる記述は下記となります。 
udp ethO 

^この部分を変更 


インタ フエー ス名を変更するために 「 ifconfig-a 」 コマンドを 実行しインタフェース名を確言忍し 
ます。 


(実_ 

100: flags=1 000849 mtu 8232 index 1 
inet 127.0.0.1 netmask ffOOOOOO 
hmeO: fIags=1000843 mtu 1500 index 2 
inet 192.168.0. 65 netmask ffffffOO broadcast 192.168.0.255 
ether 8 ： 0 ： 20 ： f5 ： af：27 


上記のように表示された場合は、 「 hme 0」 がインタフエース名となります。 


(設定ファィルの編集結果） 
udp hmeO 

✓ 分散ノードに複数の IP アドレスが朝り当てられている場合、そのうちひとつの IP 

ア ドレス (/etc/ha4. d/lbhost4. conf ファイ ルで指定した イ ン タフエースの IP アド 
レス)が LB との通信用アドレスとして設定されます。 

/etc/ha4.d/lbhost4.conf ファイルで設定したインタフエースのみ、負荷分散の自 
動設定や' 分散グループへの分散ノード自動認識機能、 CPU 負荷による重み付け負 
荷分散機能が利用できます。 

k . 分散ノ _ ドモジユールを実行する。 


# /etc/init. d/lbhost4d start 


分散ノ ードモジュール起動時に下記のエラーが発生した場合は設定ファイノレの編集を誤 
つている可能性がありますので、確認してください。 

(エラー メ ツセージ） 

Starting High-Availability services 

ifconfig ： status: SIOCGLIFFLAGS ： elx10: no such interface 

Ibhost4d did not start [rc=1] 


分散ノードモジュールが正常に起動した場合は設定ファイルの編集が正しく行えていま 
すので、次回のシステム起動からは手動で分散ノードモジュールの起動を実行する必要 
はありません。自動的に分散ノードモジュールが起動します。 
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⑵分散ノ_ドモジユールをインストールしない場合 

分昔女ノードモジユールをインストールしなし、場合はル_プバックインタフエースの言§定が必要とな 
ります。 

手順については下記に示します。 

a . ループバックインタフエースを設定する装置に telnet / ssh / コン ソールの何れかでログインする。 
実際の作業は、 root 権限を持つユーザーへ移行して実施します。 

b . ループバックインタフエースへ仮想 IP アドレスを設定します。 


(書式） 

ifconfig 1〇0 addr if [仮想 IP アドレス ] netmask 255.255.255. 255 -arp up 

(設定例）仮想 IP アドレス：1 92. 1 68. 0. 254 、 http (ポート： 80) の場合 

ifconfig 1〇0 add if 192.168.0. 254 netmask 255.255.255.255 -arp up 

✓ システムを再起動した場合は同様の設定を行う必要があります。 


c . ルー プバックインタ フエー スの設定が正しく行えているのかを 「 ifconfig-a 」 コマンドを 実行し 
て確認してください。 


# if coring -a 
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2.4 HP-UX 用 

HP - UX 用の分散ノードモジュールは提供しておりませんので、下記の項目については対応でき 
ません。 

-分散ノードの CPU 負荷による重み付け負荷分散を行う場合 
• 多数の分散ノードを自動的に分散グループへ登録したい場合 

下記に HP - UX 装置を分散ノ ードとして使用するための設定を示します。 

(1) ループバックインタフェースの設定 

a . ループ/《ックインタフェースを設定する装置に teInet / ssh / コ ンソールの何れかで ロ グインする。 
実際の作業は、 root 権限を持つューザーへ移行して実施します。 

b . ループバックインタフェースへ仮想 IP アドレスを設定します。 

(書式） 

ifconf ig Io 0 ：n [仮想 IP アドレス ] netmask 255.255.255.0 -arp up 

(設定例）仮想 IP アドレス： 192.168. 0. 254 、 http (ポート： 80) 且つループバックインタ 
フェースが1〇0:0だけの場合 

i fconf i g 100 :192.168.0. 254 netmask 255.255.255.0 -arp up 
✓ システムを再起動した場合は同様の設定を行う必要があります。 


c . ルー プバックインタ フエー スの設定が正しく行えているのかを 「 ifconfig-a 」 コマンドを 実行し 
て確認してください。 


# ifcontig -a 
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3 コンテンツ配信環境 


3.1 Windows 用 


3.1.1 Windows 2000 Server の場合 

LB 本体に添付されている/ぐンクアップ CD - R 0 M / DVD - R 0 M 内のコンテンツデリバリ用モジュール 
を下記の手順に従ってインストールしてください。 

a . LB 本体に添付されているバックアップ CD - ROM / DVD-ROM を分散ノード装置の CD ( DVD)-ROM 
ドライブにセットする。 
b _ ( LB 300 d 以前の機衝 

iplb 4_ contents.exe を実行する（格納ディレクトリは各製品のユーザーズガイドをご参照 
ください）。 

( LB 300 e ) 

( CD-ROM ドライブの）： ¥ nec ¥ Linux ¥99 ipIb ¥ LBH _ Windows ¥ ipIb 4_ contents . exe を実行する 0 
( LB 300 f ) 

( DVD-ROM ドライブの）： ¥ nec ¥ Linux ¥ inter sec . I b ¥ i p I b ¥ LBH_W i ndows ¥ i p I b 4_ contents . exe 
を実行する。 



c . 画面に従ってインストールを実施してください。 

喔 L インストール中に LoadBal ancer で使用する IP アドレス [LBhost ザー/ く用 IP アドレ 

_ ス]が表示されます。デフオルトで表示された IP アドレス以外の IP アドレスを使 

用する場合は[參照]ボタンを押下して IP アドレス選択画面を表示してください。 
LoadBal ancer で使用する IP アドレスを選択してくださしヽ。[参照]ボタンを押下し 
ても IP アドレス選択画面が表示されなしヽ場合は他の画面の裏に隠れている場合が 
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あります。 

[LBhost サ ー/ く用 IP アドレス]は分散ノードの実 IP アドレスになります。 

分散ノードに複数の IP アドレスが割り当てられている場合、そのうちひとつを 
[LBhost サーバ用 IP アドレス]として設定できます。 

[Coordinator との通信ポート]は特に変更する必要はありません。変更が必要な場 
合は Management ConsoIe の [LB 基本設定画面]より LoadBaIancer の通信ポートを 
変更している場合となります。 

LB シリーズでコンテンツデリバリ用モジュールとの通信に使用するポート番号の 
デフオルト値 

LB 300 a 45004 
LB 300 b 46004 
LB 300 c 47004 
LB 300 d 48004 
LB 300 e 50004 
LB 300 f 51004 
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d . インストールの最後に 「 IPLB 4 サービスを起動しますか？」と表示されます。直ぐにサー 
ビスを起動したい場合は 「はい」を選択してください。直ぐに起動しなくても良い場合は 
「いいえ」を選択してください。 IPLB 4 サービスは後から起動することもできます。 

以上でコンテンツデリバリ用モジュールのインス I 'ールは完了しました。 

✓ コンテンツデリバリ用モジュールが使用する IP アドレスを変更する場合は、コン 

ヒ ^ J テンツデリバリ用モジュールの再インストールが必要となります。 

两~〇 インスト _ ルに失敗した場合、既に同 _ バ _ ジョンのモジュ _ ルが存在するか「コ 
ント ロールパネル」 の「アプリケーンョンの追加と削除」で確認して〈ださし、。存 
在する場合は以下の手順でアンインストール実行後、再度インストールを実行して 
ください。 


1. スタートアップメニューから「プログラム」— rip lb4_contents」—「Uninstall」 
を選択し、 アンインストーラー を起動します。 

2. アンインストールタイプを選択し、「次へ」ボタンをクリックするとアンイン 
ストールが開始され正常に終了した場合、完了画面が表示されます。「完了」 
ボタンをクリックすると、アンインストールは終了です。 

アンインストール中にエラーが発生した場合は、イベントビューアでイベントログ 
を參照してください。 


3.1.2 Windows Server 2003の場合 


rwindows 2000 Server 」と同じ設定となります。 
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3.2 Linux 用 


3.2.1 Express 5800 /1 nterSec (アプライアンス含む)シリ —ズ 


LB 本体に添付されているバックアップ CD-R0M/DVD-R0M 内に格納されてしヽるモジュールをインストー 
ルします。 インス！ルはコンテンツデリバリ用モジュールをインストールする装置の Management 
Console より行います。 

手順につし、ては下記に示します。 

a. バックアップ CD-R0M/DVCHR0M を分散ノード装置の CD (DVD)-ROM ドライブにセットします。 

b. インス I ルする装置の Management Console に接続します。 

c. [パッケージ]アイコンをクリックします。 

d. [手動インストール]を選択します。 

e. [口ーカルディレクトリ指定]で以下のパスを入力し[参照]をクリックします。 

(LB300d 以前の機種）各製品のユーザーズガイドをご参照ください。 

(LB 300 e) /mrit/cdrom/nec/L i nux/99 i p I b/LBH_L i nux 

(LB 300 f) /mnt/cdrom/nec/Linux/intersec. Ib/iplb/LBH_Linux 

✓ gl ibc2. 2 系のパッケージと gl ibc2.3 系のパッケージが表示されますので、装置の 
^ 環境に合わせて適切なパッケージをインストールしてください。 

gl ibc2. 2 系： I bhost4c_gc2. 2-*. i386. rpm 
gl ibc2.3 系： I bhost4c_gc2. 3-*. i 386. rpm 

f. インストールするパッケージの左にある[追加]をクリックします。 

g. インストーノ W 鹤忍が表示されたら [0K] をクリックします。 

h. インストール終了後、バックアップ CD-R0M/DVD-R0M を取り出します。 

i. telnet/ssh/ コンソールの 何れかで ログイン します。実際の作業は、 root 権限を持つ ユーザー へ移 
行して実施します。 
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j . コン亍ンツデリバリ用モジュールの設定ファイル (/ etc / iplb _ contents / contentslbhost . conf ) を 
お客様環境に合わせて編集します。 

(編集項目） 

■ コンテンツデリパ'リ用モジュ d レが使用するインタフエース 
設定ファイルに初期値として設定されている記述は下記となります。 
udp ethO 

し—この部分を変更 


※川〇の二重化を行っている場合はインタ フエー ス名が変更され てし、 ますので rifconfigj コマンド 
を実行し、インタ フエー ス名の確認を行ってください。 

wO LB 本体側でコンテンツデリバリ用モジュールとの通信に使用するポート番号を変 
^ 更された場合は設定ファイルの 「 udpport 」 の行のポート番号を、適切な値に変更 

して〈ださい。変更されない場合は分散ノードダウンと誤認識する場合がありま 
す。 

LB シリーズでコンテンツデリバリ用モジュールとの通信に使用するポート番号の 
デフオルト値 

LB 300 a 45004 
LB 300 b 46004 
LB 300 c 47004 
LB 300 d 48004 
LB 300 e 50004 
LB 300 f 51004 

✓ 分散ノードに複数の IP アドレスが割り当てられている場合、そのうちひとつの実 

^^2} | P アドレス (/ etc / i p I b _ contents/contents [ bhost . conf フアイ ルで指定したインタ 

フエー スの IP アドレス)が LB との通信用アドレスとして設定されます。 

以上でコンテンツデリバリ用モジュールのインストールは完了しました。 
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3.2.2 Express 5800 /1nterSec (アプライアンス含む)シリーズ以外 


LB 本体に添付されているバックアップ CD - R 0 M / DVD - R 0 M 内のコンテンツデリバリ用モジュールを組み込みます。 

以下に手順を説明します。 

a. バックアップ CD-ROM/DVD-ROM を分散ノード装置の CD (DVD)-ROM ドライブにセットします。 

b. インストールする装置に teInet/ssh/ コンソールの何れかでログインする。実際の作業は、 root 
権限を持つューザーへ移行して実施します。 

c. バックアップ CD-R0M/DVD-R0M をマウントします。 

d. カレントディレクトリを以下のパスに変更します。 

(LB300d 以前の機種） 各製品のューザーズガイドをご参照ください。 

(LB300e) /mnt/cdrom/nec/Linux/99ipIb/LBH_Linux 

(LB300f) /mnt/cdrom/nec/Linux/intersec. Ib/iplb/LBH_Linux 

e. コンテンツデリバリ用モジュ_ルをインスト _ ルします。 

✓ gl ibc2. 2 系のパッケージと gl ibc2.3 系のパッケージが表示されますので、装置の 
^ 環境に合わせて適切なパッケージをインストールしてください。 

gl ibc2. 2 系： I bhost4c_gc2. 2-*. i386. rpm 
gl ibc2.3 系： I bhost4c_gc2. 3-*. i 386. rpm 

f. インストール終了後、カレントディレクトリを変更します。 

g. バックアップ CD-ROM/DVD-Rd をアンマウントし取り出します。 

h. コンテンツデリバリ用モジュールの設定フアイル (/etc/iplb_contents/contentslbhost. conf) 
をお客様環境に合わせて編集します 

(編集項目） 

■コンテンツデリバリ用モジュールが使用するインタフエース 
設定ファイルに初期値として設定されている記述は下記となります。 
udp ethO 

し^この部分を変更 


※川〇 の二重化を行っている場合はインタ フエース 名が変更されていますので Hfconfig」 コマ 
ンドを実行し、インタ フエース 名の確認を行ってください。 
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两~0 LB 本体側でコンテンツデリバリ用モジュールとの通信に使用するポート番号を変 
™ 更された場合は設定ファイルの 「 udpport 」 の行のポート番号を、適切な値に変更 

して〈ださい。変更されない場合は分散ノードダウンと誤認識する場合がありま 
す。 

LB シリーズでコンテンツデリバリ用モジュールとの通信に使用するポート番号の 
デフオルト値 

LB 300 a 45004 
LB 300 b 46004 
LB 300 c 47004 
LB 300 d 48004 
LB 300 e 50004 
LB 300 f 51004 

✓ 分散ノードに複数の IP アドレスが'割り当てられている場合、そのうちひとつの実 
IP アドレス (/ etc / i p I b _ contents/contents I bhost . conf フアイルで指定したインタ 
フエースの IP アドレス)が LB との通信用アドレスとして設定されます。 

i . システムを再起動します。 
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3.3 Solaris 用 


LB 本体に添付されているバックアップ CD - ROM / DVD - ROM 内に格納されているモジュールをインスト 
—ルします。インストールはコマンドラインから行います。 

手順については下記に示します。 


a . バックアップ CD - ROM / DVD - ROM を装置の CD ( DVD )- ROM ドライブへセットします。 

b . インストールする装置に telnet / ssh / コンソールの何れかでログインする。実際の作業は、 root 権 
限を持つューザ _ へ移行して実施します。 

c . バックアップ CD - R 0 M / DVD - R 0 M をマウントします。（自動でマウントされている場合もあります） 

# mount -F hsfs / vol / dev / dsk / cOtldO/carom / cdrom/cdrom 

レご使用されている装置によってデバイス名は異なります。 


d . カレントディレクトリを 「/ tmp 」 へ変更します。 

# cd /tmp 

e . コンテンツデリバリ用モジュールをコピーします。 

( LB 300 e 以前の機罕1) 

# cp / cdrom / cdrom / nec / Linux /99 1p 丨 b / LBH _ Solaris / cnts -1 bh 4-*. pkg . tar . gz /tmp 
( LB 300 f ) 

# cp / cdrom / cdrom / nec / Linux / intersec . Ib / iplb / LBH _ Solaris / cnts -1 bh 4-*. pkg . tar . gz /tmp 

f パ'ックアップ CD - ROM / DVD - ROM を取り出します。 

# eject 

g . ファイルを解凍する。 

# gzip -d cnts - lbh 4-*_ pkg . tar . gz 

h . ファイルを展開する。 

# tar -xvf cnts - lbh 4-*. pkg . tar 

i . パッケ _ ジのインストール画面が表示されたら rents - Ibh 4」 を選択してインスト _ ルする。 

# pkgadd -d . 
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j . コンテンツデリバリ用モジュールの設定フアイル (/ etc / ipIb _ contents / contentsIbhost . conf ) を 
お客様環境に合わせて編集する。 

(編集項目） 

■コンテンツデリバリ用モジュールが使用するインタフェース 
設定ファイル I こ初期値として設定されてし、る記述は下記となります。 
udp ethO 

^この部分を変更 


インタフェース名を変更するために 「 ifconfig - a 」 コマンドを実行しインタフェース名を確11し 
ます。 


(実_ 

100: flags =1 000849 mtu 8232 index 1 
inet 127.0.0.1 netmask ffOOOOOO 
hmeO : fIags =1000843 mtu 1500 index 2 
inet 192.16 8.0.65 netmask ffffffOO broadcast 192.16 8.0.255 
ether 8:0:20: f 5: af :27 

上記のように表示された場合は、 「 hme 0」 がインタフエース名となります。 

(設定ファィルの編集結果） 
udp hmeO 

✓ 分散ノードに複数の IP アドレスが割り当てられている場合、そのうちひとつの実 
IP アドレス (/ etc / i p I b _ contents/contents I bhost . conf フアイルで指定したインタ 
フエースの IP アドレス)が LB との通信用アドレスとして設定されます。 

k . コンテンツデリパ'リ用モジュールを実行する。 


# / etc / imt . d/cntslbhostd start 


コンテンツデリバリ用モジュールが正常に起動した場合は設定ファイルの編集が正しく 
行えていますので、次回のシステム起動からは手動でコンテンツデリバリ用モジュール 
の起動を実行する必要はありません。自動的にコンテンツデリバリ用モジュールが起動 
します。 


3.4 HP-UX 用 

HP - UX 用のコンテンツデリバリ用モジュールを提供しておりませんので動作しません。 
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